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1. 平成27年3月期第1四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年6月30日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第1四半期 3,411 2.8 39 95.5 20 110.1 △20 ―
26年3月期第1四半期 3,318 ― 20 ― 9 ― 24 ―

（注）包括利益 27年3月期第1四半期 △68百万円 （―％） 26年3月期第1四半期 96百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円銭 円銭

27年3月期第1四半期 △2.08 ―
26年3月期第1四半期 2.43 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期第1四半期 6,470 1,991 30.8 198.12
26年3月期 6,609 1,985 30.0 197.56
（参考）自己資本 27年3月期第1四半期 1,991百万円 26年3月期 1,985百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
※ 平成27年3月期の配当予想については、未定であります。

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円銭 円銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
27年3月期 ―
27年3月期（予想） ― ― ― ―

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 6,500 △1.5 50 144.6 40 ― 10 ― 0.99
通期 14,000 △5.6 130 △21.3 100 △7.5 60 ― 5.96



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きは終了しております。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信（添付資料）２ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③会計上の見積りの変更 ： 無
④修正再表示 ： 無

①期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期1Q 10,171,797 株 26年3月期 10,171,797 株
② 期末自己株式数 27年3月期1Q 121,051 株 26年3月期 121,051 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期1Q 10,050,746 株 26年3月期1Q 10,051,454 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や日銀の金融緩和策などを背景に、円安・株高

傾向が続き、企業収益や設備投資の改善、雇用情勢の好転など、全体的に緩やかな景気回復がみられるようになりま

した。しかしながら、新興国経済の停滞や消費税増税、ガソリン価格の高騰、電気・ガス料金の大幅な値上げなどの

懸念もあり、依然として先行き不透明な状況が続いております。

このような状況の中、当社グループでは、既存事業の見直し、新規事業開拓を行い売上拡大に努め、協力会社との

事業提携の強化、品質管理強化に努めてまいりました。

その結果、売上高は34億11百万円（前年同四半期33億18百万円）、営業利益は39百万円（前年同四半期20百万円の

利益）、経常利益は20百万円（前年同四半期９百万円の利益）となり、投資有価証券評価損が発生したことにより、

四半期純損失は20百万円（前年同四半期24百万円の利益）となりました。

セグメントの業績を示すと次のとおりであります。

(合成樹脂成形関連事業)

国内においては、売上高は伸長したものの利益率が低下したため経費削減に取り組んでまいりました。海外におい

ては、当社グループの主力取扱い商品であるＯＡ機器部品の受注が堅調に推移したことにより、売上高は30億83百万

円（前年同四半期30億43百万円)、営業利益は66百万円（前年同四半期46百万円の利益)となりました。

(物流機器関連事業)

価格競争の厳しい中、拡販に努め、売上高は３億28百万円（前年同四半期２億75百万円)となりましたが、消費税率

引き上げに伴う駆け込み需要の反動や円安傾向による原価高により、営業損失は26百万円（前年同四半期26百万円の

損失)となりました。

（２）財政状態に関する説明

(資産)

資産合計は64億70百万円となり、前連結会計年度末と比べ１億39百万円減少しました。これは主に、現金及び預金

が１億27百万円増加、受取手形及び売掛金が２億66百万円減少したことによるものです。

(負債)

負債合計は44億78百万円となり、前連結会計年度末と比べ１億45百万円減少しました。これは主に、支払手形及び

買掛金が１億83百万円減少、短期借入金が１億76百万円増加、退職給付に係る負債が75百万円減少、長期借入金が84

百万円減少したことによるものです。

(純資産)

純資産合計は19億91百万円となり、前連結会計年度末と比べ５百万円増加しました。これは主に、利益剰余金の増

加53百万円、為替換算調整勘定の減少48百万円によるものです。

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はありません。

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成26年５月14日に公表しました連結予想から修正は行っておりまん。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年5月17日。以下「退職給付会計基準」という。）及び

「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年5月17日。以下「退職給付適用指

針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて当第1四半

期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定

額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率か

ら、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更して

おります。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第1四半期連結

会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しておりま

す。

この結果、当第1四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が74,275千円減少し、利益剰余金が74,275千円増加し

ております。なお、当第1四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ1,910

千円増加しております。

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,014,528 1,141,987

受取手形及び売掛金 2,707,736 2,441,228

商品及び製品 448,816 461,497

仕掛品 183,638 201,166

原材料及び貯蔵品 278,513 259,083

その他 272,797 267,093

貸倒引当金 △964 △761

流動資産合計 4,905,067 4,771,294

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 278,634 272,177

機械装置及び運搬具（純額） 422,615 402,929

土地 660,642 660,642

リース資産（純額） 23,115 23,042

建設仮勘定 29,550 66,061

その他（純額） 79,015 68,338

有形固定資産合計 1,493,573 1,493,191

無形固定資産

その他 22,138 19,527

無形固定資産合計 22,138 19,527

投資その他の資産

投資有価証券 64,926 46,879

その他 129,462 144,736

貸倒引当金 △5,364 △5,364

投資その他の資産合計 189,024 186,252

固定資産合計 1,704,736 1,698,971

資産合計 6,609,803 6,470,265

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,226,553 2,042,639

短期借入金 594,393 770,959

未払法人税等 18,130 18,716

賞与引当金 ― 12,532

その他 412,743 423,773

流動負債合計 3,251,820 3,268,621

固定負債

長期借入金 1,140,486 1,055,905

退職給付に係る負債 185,465 109,565

その他 46,341 44,689

固定負債合計 1,372,292 1,210,160

負債合計 4,624,113 4,478,782

純資産の部

株主資本

資本金 927,623 927,623

資本剰余金 785,172 785,172
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利益剰余金 125,443 178,753

自己株式 △22,653 △22,653

株主資本合計 1,815,586 1,868,896

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,080 3,012

繰延ヘッジ損益 △68 △1,160

為替換算調整勘定 206,001 157,926

退職給付に係る調整累計額 △37,908 △37,191

その他の包括利益累計額合計 170,104 122,586

純資産合計 1,985,690 1,991,483

負債純資産合計 6,609,803 6,470,265
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

売上高 3,318,762 3,411,653

売上原価 2,924,434 2,996,622

売上総利益 394,327 415,031

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 99,715 110,279

給料及び賞与 121,352 112,140

退職給付費用 12,334 5,855

貸倒引当金繰入額又は戻入額（△） 10 △202

その他 140,645 147,341

販売費及び一般管理費合計 374,058 375,413

営業利益 20,269 39,617

営業外収益

受取利息 82 115

受取配当金 150 174

受取賃貸料 586 586

その他 2,776 3,054

営業外収益合計 3,596 3,931

営業外費用

支払利息 11,352 8,331

為替差損 212 11,190

その他 2,353 3,124

営業外費用合計 13,918 22,646

経常利益 9,946 20,901

特別利益

固定資産売却益 29,615 ―

特別利益合計 29,615 ―

特別損失

投資有価証券評価損 ― 19,590

事業構造改善費用 1,064 ―

特別損失合計 1,064 19,590

税金等調整前四半期純利益 38,498 1,311

法人税等 14,002 22,276

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主
損益調整前四半期純損失（△）

24,496 △20,964

四半期純利益又は四半期純損失（△） 24,496 △20,964
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主
損益調整前四半期純損失（△）

24,496 △20,964

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 379 932

繰延ヘッジ損益 116 △1,091

為替換算調整勘定 71,176 △48,075

退職給付に係る調整額 - 716

その他の包括利益合計 71,672 △47,517

四半期包括利益 96,168 △68,481

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 96,168 △68,481
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(注) セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(注) セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２.報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更した

ことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の「合成樹脂成形関連事業」のセグメント利益

が1,605千円増加し、「物流機器関連事業」のセグメント利益が304千円増加しております。

(単位：千円)

報告セグメント

調整額
四半期連結損益
計算書計上額合成樹脂成形

関連事業
物流機器
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 3,043,170 275,591 3,318,762 ─ 3,318,762

セグメント間の内部売上高
又は振替高

20,516 ― 20,516 △ 20,516 ─

計 3,063,686 275,591 3,339,279 △ 20,516 3,318,762

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

46,800 △ 26,530 20,269 ― 20,269

(単位：千円)

報告セグメント

調整額
四半期連結損益
計算書計上額合成樹脂成形

関連事業
物流機器
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 3,083,270 328,382 3,411,653 ─ 3,411,653

セグメント間の内部売上高
又は振替高

10,298 ― 10,298 △ 10,298 ─

計 3,093,569 328,382 3,421,951 △ 10,298 3,411,653

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

66,286 △ 26,669 39,617 ― 39,617
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